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秋晴れの青空が広がる９月１０日（日）１０時から、いこっとで「広川チ

ルドレンズパーク」を開催しました。１０時の開場と共にたくさんのちびっ

ことその家族が訪れ、２００人を超える来場者で大賑わいの一日でした。 

このイベントは子どもの遊び場づくり基本構想づくり事業の一環として、

広川町に新しい遊び場を提案するために「西新チルドレンミュージアム」「久

留米大学藤谷ゼミ」の協力で行いました。 

当日は保護者の方に休日の遊び方や今後の広川町の遊び場についてのア

ンケートを、スタッフの方にイベントについてのアンケートをしました（裏

面で紹介）。 

「広川町にこのようなイベントや新しい遊び場が欲しい」「スタッフとし

て参加したが子どもたちの喜ぶ顔を見て楽しかった」というたくさんの声が

集まっています。 

 

粘土と洗濯ノリ
とほう砂でスライ
ムを作りました。
グチャグチャ捏ね
るとなぜだかスラ
イムが完成～！３
歳くらいの子でも
スライム作りを楽
しんでました。 
スライムを風船

に入れて目玉と髪
の毛を付けるオバ
ケちゃん？も大人
気で、みんな一生
懸命作って、お土
産に持って帰りま
した。 

  

  

  

  

 

 

大小２つのトラ
ンポリンは一日中
大活躍。青空の下、
天まで届けと言わ
んばかりに、ジャ
ンプジャンプ！み
んな汗ビッショリ
でしたが、楽しそ
うでした。 
子どもの遊び場

に置いて欲しい遊
具ナンバー！はト
ランポリンでし
た。バランス感覚
を養うので体力作
りにも最適の遊具
だそうです。 

 
 
 

 

 

 

６４文字 

世界のおもちゃ
コーナーにはヨー
ロッパの木のおも
ちゃがたくさん揃
っていました。 
積み木やタング

ラム、ビー玉転が
しや電車セットな
どなど。木のおも
ちゃは見かけは地
味ですが、子ども
たちには良いおも
ちゃが分かるんで
しょうね、みんな
熱中して遊んでま
した。 

 
 
 

 

 

 

６４文字 

ビニールのドラ
ム缶のようなサイ
バーホイールはき
っとみんなが初め
て遊ぶおもちゃだ
ったのでは？ 
「中に入ってぐる
ぐる回るとどんな
感じなのかな～」   
大会議室をいっ

たりきたりするサ
イバーホイールに
はたくさんの子ど
もたちが順番待ち
していました。何
度も乗った子がい
たようです！ 
 
 

 

 

 

 

「大きな、大きなシャボン玉、すごいでしょ」「小さなシャボン玉
も空いっぱいに飛んでいったよ」シャボン玉はいつの時代も子ども
の心を捉えて離さない遊びです。 
 氷の柱に閉じ込められた色鮮やかなピンポンボールがたくさん
あります。氷の柱を溶かしてピンポンを手に入れる遊びです。最後
はおとなの方が、熱中していたようですよ。 

福岡の港から運んできた５トンの氷の山は大人気。９月とは言え３
２度の気温ですから、「涼し～い」「冷た～い」と氷の山にたくさん
の人が集まりました。登ったり、滑ったり、わざわざ裸足で遊ぶ子も
いました。 
イベントのフィナーレに消防放水で氷を溶かしました！面白かっ

た。 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

６４文字 

ひかるどろ団子
づくりは、１０時か
ら整理券を配りま
したが、なんと５分
で終わりました。 
 久留米から左官
さんが先生として
来場し、まずどろ団
子に好きな色の塗
料を塗りました。そ
の後、ビンの淵で磨
くとなんと、なんと
どろ団子がピカピ
カに！ひとりひと
り、みんな違う素敵
などろ団子ができ
ました。 



 

 

 

氷の山 １４ 光る泥団子 １０ 

氷柱  ９ 世界のおもちゃ  ３ 

トランポリン １２ サイバー 

ホイール 

１０ 

シャボン玉  ７ スライム  ６ 

遊び場アンケート 来場者数約２００人、およそ７０家族のうち４２家族が回答 

来場者 

 来場者は家族、ママと子どもが多かったですが、パパと子どもの来場者も目につきました。 

 子どもの年齢は０～９歳まで、どの年齢も同じくらいの人数が来場しています。 

 保育園からの参加が一番多く、次が幼稚園からの参加でした。 

 チラシを見ての参加が多く、次は広報でした。図書館に来たからという人もいました。 

遊び方 

休日は、家より公園・広場・野山で遊ぶ家族が多いようです。 

普段は近隣の大きな公園に出かけている人が多いようです。 

公園では遊具で遊んだり、ボール遊びをするようです。 

野山では虫取りをするようです。 

家で遊ぶときは、ごっこ遊び・ゲーム・映像で遊ぶようです。 

遊ぶ相手は小さな子どもは家族・兄弟、小学生は友だちが多いようです。 

「子どもの遊び場」に必要なもの 

遊具系はトランポリン・ブランコ・滑り台・アスレチックが人気です。 

自然系は水遊びのできる小川、小さな山、昆虫の原っぱ・草スキーが人気です。 

大人はほとんどの方が屋根付きの休憩所・水洗トイレが欲しいようです。 

 

スタッフアンケート スタッフ２９人中１９人が回答 

イベントの感想   全員、楽しかったという感想でした。 

理由は子どもたちが日頃できないことができて嬉しそうだったから。 

親子で遊べて子どもが楽しそうだったから。 

イベントへの注意  トランポリン（飛ばせ方を実力で分ける。） 

世界のおもちゃ（赤ちゃんの誤飲注意。） 

道具（危なくないように。）  

怪我（救急箱がない。）  

熱中症（スタッフの交代。） 

親子の様子     楽しそう・一緒に遊ぶ親と遊ばない親・注意しない親がいる。 

今後の遊び方    日頃でいない遊び・考える遊びがいい。 

次回の参加     ぜひ参加したい１２人、実証実験参加可能な人８人。 

次回の企画     ワークショップメンバー以外でも企画からぜひ参加したい人が５人いる。 

 

 

子どもアンケート 

子どもの人気 NO1 は「氷の山」でした。次が

「トランポリン」「ひかるどろ団子」「サイバ

ーホイール」と続きます。普段、家庭や学校で

は遊べない珍しい遊びやおもちゃが人気なよう

です。  

 でも,どのコーナーも、子どもたちでいっぱい

でした。きっと、みんな全部体験したんでしょ

うね！子どもたちの笑顔は、ぴかぴかに輝いて

いました。 

 

子どもの遊び場 アンケート 


